
新
た
な
街
づ
く
り
に
む
け
て 

―

新
開
通
り―

　

左
上
の
写
真
は
、
１
９
６
６
（
昭
和
41

）

年
の
普
天
間
の
新
開
通
り
で
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
お
よ
び
側
溝
工
事
の
様
子
で

す
。
工
事
は
、
当
時
の
５
号
線
（
現
在
の

国
道
３
３
０
号
）
側
か
ら
、
通
り
の
２
５

０
メ
ー
ト
ル
に
亘
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
開
通
り
は
、
通
り
に
宜
野
湾
郵
便

局
が
あ
っ
た
こ
と
で
局
前
通
り
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
飲
食
店
や
美

容
室
、
開
放
地
琉
映
館
と
い
っ
た
映
画
館

も
あ
り
、
す
ず
ら
ん
通
り
と
新
城
区
内
へ

通
ず
る
普
天
間
三
区
の
中
通
り
し
て
交
通

量
も
多
い
主
要
道
路
で
し
た
。
１
９
６
０

年
代
に
は
、
新
開
通
り
以
外
に
も
市
内
各

地
の
幹
線
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
整
備
や

排
水
施
設
の
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
交

通
の
便
も
良
く
な
り
、
市
民
生
活
の
向
上

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

左
下
の
写
真
は
、
現
在
の
新
開
通
り
の

様
子
で
す
。
当
時
あ
っ
た
郵
便
局
は
移
転

し
ま
し
た
が
、
局
前
通
り
の
名
称
は
今
も

残
り
、
飲
食
街
や
食
堂
は
当
時
の
雰
囲
気

を
留
め
て
い
ま
す
。

歴史・文化を紹介します。歴史・文化を紹介します。
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　▲新開通り　1966（昭和41）年　

舗装、側溝工事の様子で、通り左側に探偵局がありました。

右側の食堂は今も営業している老舗の食堂です。

▲現在の新開通り　2017（平成29）年11月

▲野外講座の様子（2017年6月）

　※野外講座は、保険適応年齢・小中学生の保護者同伴など

　　一部制限があります。

▲室内講座の様子（2017年11月）

　
市
民
講
座
で
地
域
を
知
る

　

寒
い
季
節
が
近
づ
く
こ
の
ご
ろ
、
市
内
・

周
辺
市
町
村
の
小
学
３
年
生
が
博
物
館
を

訪
れ
て
展
示
見
学
と
道
具
体
験
を
行
い
、

地
域
の
昔
の
く
ら
し
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
校
の
社
会
見
学
や

日
頃
の
展
示
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

へ
宜
野
湾
の
歴
史
・
文
化
を
伝
え
る
た
め

に
、
当
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
大
人
の

皆
さ
ま
に
好
評
の
「
市
民
講
座
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

市
民
講
座
は
、
毎
年
５
月
〜
２
月
の
間
、

月
に
１
、
２
回
程
度
開
催
し
て
お
り
、
基

本
的
に
ど
な
た
で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
受
講
者
に
地
域
の
歴
史
や
文
化
・

自
然
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
、
講
座
ご
と
に
各
分
野
の
専

門
家
を
講
師
と
し
て
招
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
企
画
展
の
開
催
期
間
中
は
そ
れ
に
関

連
す
る
講
座
を
開
催

し
、
展
示
内
容
を
よ
り

深
く
知
る
た
め
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

　

講
座
は
主
に
、
博
物

館
内
で
お
話
を
す
る

「
室
内
講
座
」
と
館
外

で
巡
見
を
行
う
「
野
外

講
座
」
が
あ
り
ま
す
。

室
内
で
は
、
行
事
に
ま
つ
わ
る
デ
ィ
ー
プ

な
裏
話
や
歴
史
研
究
の
最
新
情
報
な
ど
、

専
門
家
な
ら
で
は
の
貴
重
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
野
外
で
は
、

自
然
や
文
化
財
を
実
際
に
見
な
が
ら
、
講

師
と
受
講
者
の
皆
さ
ま
と
気
軽
に
語
り
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

と
き
に
は
、
地
元
の
先
輩
を
招
い
て
昔

の
出
来
事
を
経
験
者
か
ら
直
に
教
え
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

受
講
者
か
ら
は
「
宜
野
湾
出
身
で
も
知
ら

な
い
話
が
あ
っ
た
」
「
沖
縄
の
歴
史
に
興
味

を
も
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
室
内
・

野
外
講
座
と
も
に
楽
し
く
参
加
し
な
が
ら
、

改
め
て
地
域
を
知
る
い
い
機
会
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

講
座
の
ほ
と
ん
ど
は
受
講
料
無
料
で
す
。

は
じ
め
て
の
方
も
、
お
気
軽
に
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
く
ぶ
つ
か
ん
の
部
屋 
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【
問
合
せ
】
市
立
博
物
館 

☎
８
７
０-

９
３
１
７　

入
館
料
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
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